ゴトを 述べ るば かりで、 ウダ ッが あがらぬ 習いで ある。 

現代 とても 同じ こと、 法治国、 文明開化の ォカゲ に 

よって 一応の 秩序 は 保 たれて いるよう に 見える が、 裏 

へま われば、 裏口営業 も あるし、 巡査 は ボスの 手先 を 

つとめ、 税吏 は 酒池肉林の 楽しみ をつ くす。 地頭 や 代 

官、 岡ッ 引と 変らない。 大名 会議の 席上、 大名の 一人 

が 前 を まくって ジャァ /\ やったり、 男 大名が 酔つ 

払って 女 大名 を 口説いた。 これ は 表芸の 方で ぁリ、 裏 

芸の 方で は ワイ 口 をせ しめた カド によ つ て 小菅の 方へ 

引越した という。 上 は 総理大臣より 浮浪児 パン 助に 至 

るまで、 ドサ クサ まぎれに 稼ぎので きる 人材 を 新興 階 



いよいよ 彼の 番 がきて、 社長室へ 通される。 大きな 

社長室の まんなかの デスクに、 二十 三 四の チョコく 

した 小柄の 青年が 腰かけて いる。 全然 青 一 一才で あるが、 

その 左右に 腰かけて いるの が、 まったく 同類の 青二才 

なので ある。 

青二才の 一 人が 履歴書 をと りあげて 目を通しながら、 

「ハハ アン。 X X 学校の 歴史の 先生 かァ。 じ ゃァ、 あ 

なた、 柴野ッ てョタ モンみ たいな 奴、 知って る だろ？ 

いま 銀座で ダンスの 教師 やって やがら」 

薄笑い をう かべて 眩いた が、 それから、 眉 をよ せて、 

真剣ら しい 顔 付に なった。 



あいづち 

先刻の 青年 は合槌 をう ち、 感 にたえ たか ニヤ リ とし 

た。 三人の 青年が、 にわかに 好奇の 目 を か、 V やかして、 

彼の 風采 を 上から 下まで 眺め はじめた ので ある。 彼 は 

まだ 一 言 も 喋らなかった。 

ぶるぶると 恐怖の 胴ぶ るいが 走った の は、 そもそも、 

この 時が はじまりであった。 彼の 平凡な 一生に 於て、 

こんな 謎 深い 恐怖に かられた こと はこの 時まで はな 

かった。 

「ゥ ン、 い、 ね。 これ は、 い、 や」 

青年 はこう 判定 を 下して、 社長 席の 青年に ニヤ リと 

笑い かけた。 



たの。 帽子から、 サ ルマタ から、 靴。 何から 何まで じ や 

なレ 力」 

「アツ ハツ ハ。 正宗 クン。 キミ は 幸運児 だよ。 入社み 

やげ に、 身の 廻り 一揃い、 た、 V で 買って もらえる なん 

てね。 運が ぃゝ や」 

と、 半 平 は 天草 次郎 から 札束 を うけとる と、 品物 を 

買わせに、 女の子 を 使いに だした。 

屈辱、 忿怒。 それ は 身 もだえる ばかりで あつたが、 

はねかえす 力はなかった。 天草 次郎の 視線が ジ ッと自 

分に そそがれ ると、 恐怖に かられて、 背筋が 水 を 浴び 

たようになる。 彼 は 観念の 目 をと じた。 かような テン 



に 天 をいた y かず、 という ほどの 意味が こもって いた 

のか も 知れなかった。 然し、 勝つべき ように は 思われ 

ない。 胴ぶ るいな どと いう もの は、 それが 武者ぶ るい 

であるに しても、 ちょ ッと 哀れな ものである。 彼の 胸 

の 思い は 切なかった。 

その 二 白 河 半 平 深謀遠慮 のこと 

翌日 新装に 身 を かためて 出社す ると、 ほかの 部屋に 

はま だ 人影が なく、 書房の 編輯 室に だけ、 白 河 半 平が 

二人の 女の子 を 指揮して、 お 弁当 や、 ォ ミヤ ゲの 包み 



場な どで 女の 売子に ケ ンック をく わされる の は 馴れて 

いるが、 紹介 されても ジロリ と 上 眼 を あげた だけと は、 

人格 を 傷け る， ，- と甚し い。 

けれども 正宗 菊 松 は、 立腹 を 忘れて 妙技に 酔った。 

ツル子 や ノブ子の 働き ざまの カイ ガイ シサに 酔った の 

である。 ビジネス • オンリ— と は、 この ことだろう。 

ビジネスに 徹した 哲人の 構えが あるから、 ほかの こと 

にはァ クセク しない 様子で ある。 だから パン パンが、 

自分の ビジネス となれば、 チヨ イト、 遊バ ナイ、 抱き 

ついたり、 タツ クルしたり、 そういう こと も 出来る の 

だろう。 ビ ジ ネ ス 以外 のこと に は ァクセ ク気を 廻 さな 



いようであった。 

白 河 半 平 も 手 を かして、 セッセ と 荷造りに 余念が な 

い。 三人ながら 仕事に 精 を うちこんで いる。 正宗 菊 松 

は 戦争 中 は 号令 を かけ、 生徒に 仕事 を 督励した もの だ 

が、 奴ら は 尻 をた たかれても 滑り だしよ く 動こうと は 

しなかった もの だ。 まるで 別の 人間が 生れて きたの だ 

) ) ^ o 

ろう 力 

そこへ 三十 二三の 芸術家め いた 人物が、 蒼 ざめ た 顔 

に 毛髪 をたら して、 やって きた。 

「フッ カヨ ィ でね」 

吐く 息が 苦しそう だ。 フッ カヨ ィで、 目が すわって 



半 平 は 自分の 荷物 を 持つ と、 サッと 立って 歩き 出し 

た。 甚 しい マジ メ さが、 彼の 全身から 発射した。 有無 

を 云わさぬ 冷めた さ、 督戦 の 鬼 将軍の 無慙な 力が マ J 

もっている。 人々 はにわ かに 各々 の 荷物 をと つて 歩き 

だした。 

正宗 菊 松 も 一 一足 三 足 歩き だして 深呼吸 をした。 不思 

議な 威圧で ある。 年齢の 差が ある どころ か、 まるで ァ 

ベ コべ の 立場で ある。 

「フン。 なかなか、 やるな。 だが、 畜生」 

正宗 菊 松 は 胴ぶ るい をした。 

r 嗲業、 嗲業。 負けない ぞ」 



才 蔵が 小 腰 を か、 V めて、 

「ちょ ッと、 教祖に お 目通り を 願いたい と 思いまして」 

「不敬で ある ぞゥ」 

中年の 男 は、 われ 鐘の ような 大音声で 叱りつ けた。 

それ はま つ たく 部屋の 空気が はりさける ような 全力 的 

な 一喝だった。 才蔵、 坊 介の 心臓 男 も、 調子が 狂って、 

びっくり 顔。 すると 中年の 男 は、 護衛の 者に 命じて、 

菊 松の 一 行 を 二列に 並んで 坐ら せた。 

「神の イブ キを かけて くれる ぞゥ。 コゥ— ラ。 不敬 者 

ゥ」 

中年の 男の 顔が マッカに そまった。 まるで 格闘す る 



ヮ ナヮナ ふるえる。 すり 合わせる 手もヮ ナヮナ ふるえ 

て、 そこから 声が でる ような 秋の 虫の ようであった。 

のけぞった 中年の 男が、 おもむろに 身 を 起して、 前 

へ か ^ み、 

「ガァ ー ッ」 

突如と して、 イブ キを かけた。 爆心 点 はま さしく 正 

宗菊 松の 頭上で ある。 彼 は 呆気に とられて 頭 をち、 V め 

たが、 

「コゥ ー ラ、 キサ マ、 不敬 者ゥ。 魂 をぬ いて くれる ぞ 

う」 

怒り狂った 大音声が きこえ、 しま ッた、 と 思った 時 



の は、 なんでも 信心す るんで す。 さも なきや、 お 小 遣 

いも くれない もの 是非ないで すよ」 

落ちつき 払った ものである。 育ちの よい 坊ッ ちゃん 

が 腹に 思つ ている こと を みんな ヌケ ヌケ 喋って いる 気 

安 さであった。 彼 は 悠然と、 まだ 喋りつ > けた。 

「ポクら、 若い者でしょう。 遊ぶ こと は 考える けど、 

信心なん か、 ほんと はない のが 本当でしょう。 でもね、 

ォ ャジ が こんな 風 だから、 つきあわ なきや 勘当され ま 

すよ。 ですからね、 ポクら は 神様に お 目に かかって、 

どんな 人だろう なんて、 そんな ことし か、 考えられな 

いです よ。 ねえ」 



目通り を 許して 下さる だろう。 神様のお 目通り なぞ は 

一 一年 三年 かなわぬ ものと 思う がよ い。 今日は 立ち 帰つ 

て、 明日 出直して 参れ。 ミソ いでつ かわす ぞ」 

「それじゃ ァ、 神 示 は 却々 いただけな いのです か」 

と、 半 平が きいた。 

「ポクの オヤ ジは 商売の 神 示 をう けたいので すよ。 い 

え、 それが 本性なん です。 神様に お 目に かかれな くつ 

て も、 神 示 はいた、 V けます かしら」 

半 平 はくす ぐった そうに、 ニヤ/^ した。 

「オヤ ジ はね、 ガン コ だから、 信心と なると、 何月 何 

年で も 箱 根に 泊り こむ 意気込みなん ですからね。 ボク 



「あの、 明日から は 何時 ごろに 参りましたら 宜し ゆう 

ございま すか」 

商家の 丁稚が 番頭に 伺い を 立てる ような 心 易 さ だが、 

神様の 使者 は 怒らない。 

「朝夕の オット メに は、 まだ 加わる こと はでき ない。 

朝の 十一 時 ごろ 来て みるが よい。 場合によって は 神 膳 

のお 下り をいた V くこと がで きる から、 人数 だけの 昼 

食の 米 をお 返しに 捧げなければ ならない ぞ」 

「ハイ」 

雲 隠 才蔵は ニコニコと 手帳 を だして 書き こむ。 ェェ 

と、 朝の 十一 時、 米 持参。 まことに 心 易い 様子で ある 



部屋へ はいると 服 をぬ がせ 靴下まで ぬがせて くれる。 

常務に 対する 敬意 至らざる なく、 温泉に つかれば、 半 

平まで、 お父さん、 背中 流しましょう か、 などと 云う。 

みじん も 彼らの 使命 を 裏切る ような 隙 を 見せる ことが 

ない。 そして 彼ら は、 正宗 菊 松が 蹴倒され、 踏ん づけ 

られ て、 神様に 魂 をぬ かれた 珍 劇な どに は、 見た こと 

もない ように、 一言 も ふれなかった。 た V、 あたりに 

人影の なかった とき、 半 平が ふとす リ 寄って ギュ ッと 

菊 松の 手 を 握って、 

「今日の 成功 は、 キミが 蹴られた ォカゲ だよ。 殊勲 甲 

だよ」 



「畜生め。 どうして くれたら 腹の虫が おさまる のか」 

やにわに 飛び起きて、 ねて いる チン ビラ 共 を 蹴倒し、 

踏みつ ぶして、 魂 をぬ いて やりたい と 思った。 この 世 

に は 悲しい 思いが ある ものである。 

その 四 寝小便の 巻 

ふすま 

正宗 菊 松 はふと 目が さめた。 襖を距 てた 隣室へ 誰 

か、 V 戻って きたので ある。 酔っ払って、 ドタ バタと 重 

ぃ跫 音が もつれて いる。 

「半 平の 奴、 ひどすぎる じ やない か。 なにも 女の子 を 



「チ エツ。 お前 も 三十 面さげ て、 あさましい 野郎 じ や 

ないかよ。 秘書なん かにされ て 腹が立た ないか ッ てん 

だ。 どこの 国に 三人 も 秘書 を つれて ブラ ブラして いる 

重役が いるか ッ てんだ。 秘書 だったら 秘書 同志 じ やな 

いか。 婦人 秘書 をこッ ちへ 渡し やい、 じ やない か。 独 

占て え 法 はねえ や。 アン 畜生、 ャ キモチ やいて やがん 

だ、 なァ」 

「うるせ えな。 ャ キモチ やい てんの、 お前 じ やない か」 

ふしあな 

「チ エツ。 お前 は 目が あっても 節孔 同然 だよ。 半 平の 

奴、 ふて え 野郎 じ やない か。 明日 東京へ 戻って 指令 を 

待て、 なんて、 尤もらし いこと ォレに 言って やが るよ _ 



だよ。 とりかえ といて あげる からね」 

正宗 菊 松 は 一 々品物 を うけとり、 言われた 通リ ハダ 

力に なって、 ただ、 うなだれて、 部屋 づきの 浴室へ は 

いった。 

「ヮ ァ、 臭い。 馬みたい に、 たれ 流した もんじ やない 

ゝ I 

力」 

と 雲 隠才蔵 の 叫び 声が きこえた が、 

「よけいな こと を 言 うんじ やない よ。 ポクが 女中に 

云 つ てく るから、 キミ はサル マタを 買つ てきなさい」 

「よせ やい。 朝ッ パラから サ ルマタ 売って る 店が ある 

もんじ やねえ や」 



みと どまる と、 大きく のけぞ つ て 一 呼吸、 ハ ッシ とか V 

i 

「ガァ —ッ」 

と、 神様の イブ キを かけた。 それから、 ダ ダダ、 ダ 

ダダ、 とひと り 八方に 荒れ狂う 跫音。 やがて ピュッ と 

ちゃく 

何物 か 切る 音と ともに 神の 使者が 着 したら しい。 

「お立ち ィ」 

という 声が か、 つて、 みんなが 頭 を あげた。 正宗 菊 

松 だけ は、 そう 心 易く 頭が あげられない。 

「もう、 い、 ん だよ、 お父さん」 

と、 今日 も 半 平に さ、 やかれて、 ようやく 頭 を 上げ 



た。 

「正宗 は、 今日は 敬神の 念 を 起して おるな」 

と、 神の 使いが 鋭く 見す くめて 云った。 

「ハイ」 

正宗 菊 松 は 万感 胸元に つまって、 た K たゾ、 平伏 

する のみ。 

「実はです。 お父さん、 非常に 感動した もんで、 今朝 

は ォネシ ョ やつち ゃッた んで すよ。 これが お 父 さ ん の 

悪い 病気で してね。 会社の 重役 やりながら、 寝小便 を 

たれて いるんで すよ。 子供の ォネ ショと 違って、 お 酒 

をのむ から 臭い ッ たらないでしょう。 おまけに バケツ 



一杯ぶ ちまけ たぐらい 垂れ流す でしよう。 秘書た ちが 

ね、 これば ッ かり は ッ ライツて ね。 旅先 じ ゃァ、 お 父 

さんの 恥 だから、 気をつけて いるんで すけ ど、 ゆうべ 

ボク、 疲れち やって、 夜中に 起す の を 忘れち ゃッ たん 

です よ。 だ もんで、 今朝、 やつち やつたん です。 神様 

の 御 力で、 これ を 治して いた、 V ける と、 ボク たち 救わ 

れ るんで すけ どね。 治して いた、 V けます かしら」 

神の 使者 も 眉 をよ せた ようで ある。 けれども、 正宗 

菊 松の 顔、 形 を 見れば 分る こと だが、 泣かん ばかりに 

さんき 

悄然とう なだれて、 慙愧の 念、 身 も 細る ほど 全身に 現 

れ ている。 半 平の 奇怪な 言葉に、 ひとすじの 偽り もな 



いこと は、 明々 白々 あらわれ ている。 すべて を 観察し 

て、 神の 使者 は、 うちうな ずき、 

「長年 邪神に ついて、 邪念が 髄に 及んで いるから、 正 

宗のカ ラダに 様々 の 障碍が 宿って いるのに 不思議 はな 

い。 マ 二 妙 光 様 は 宇宙の 全て、 V あるから、 この 教えに 

もとづいて 魂 を ミソィ だなら ば、 寝小便な ど は 苦 もな 

く 治って しまう。 まだ マ 二 妙 光 様 直々 のォサ トシ をう 

ける わけに はいかぬ が、 別室で 浄め てっか わすから、 

正宗 だけ、 ついて 参る がよ い」 

「ポクた ちも浄 めて 下さいな。 お父さんと 同じように 

して もらわな くッ ちゃ ァ、 あとあと 親孝行に サシッ 力 



ハッタと 睨んだ。 

「正宗 菊 松、 立て」 

声に 応じて、 立ち上ろ うとした。 しかし、 魂 をぬ か 

れ たせい か、 腰 も、 足 も、 フャ ラフ ャラと 力が こもら 

ない。 彼 は 立とうと して、 両手 をつ き、 気があせ つて、 

ハツ、 ハツと 病 犬の ように 舌 をたら して 息をついた。 

彼 は 本当に 神様に すがりたかった ので ある。 寝小便 

も 治したかった し、 チン ピラ 大学生 ども を ギヨ ッと云 

わせる 智 恵と 勇気 を ほしかった。 ありていに 云えば、 

マ ニ教を 蹴とば し、 神様 を 踏ん づける 力が 欲しかった 

ので ある。 つまり、 万感 胸に つまって、 た、 V、 切なく、 



ねえ。 このた よりない 様子 じ ゃァ、 子供と して、 見棄 

てち や、 いられな いね。 一 しょに 浄 まらして いた、 V き 

たいです ねえ。 ぃゝ でしよう。 たのみます」 

神様 の 使者 は つ ぶ さ に 観察し て 、 正 宗菊松 のダ ラシ 

なさ、 いさ、 か 呆れ もした が、 けっして 狂言の たぐい 

ではない と 見た。 けれども、 神界は 厳格な ものである。 

彼 は 白衣の 若者た ち を 目で さしまねいて、 正宗 菊 松 を 

支え、 半 平たち から 距て させた。 

「たとえ 俗界に いかような ツナ ガリが あっても、 霊界 

は 別儀で ある ぞ。 不敬 者め。 静 坐して、 正宗の 戻る ま 

で、 霊界に 思い を 致して おる がよ い」 



へ かくれた か 見当 もっかぬ 豪勢 さで ある。 

先客が 五 人、 左右に 並んで いる。 いずれもた、 V の 信 

徒ら しく、 モ ー ニン グゃ 紋服 をき こんでいる。 中には 

品の 良い 老婆 も、 爺さん もいた。 いずれも 然るべき 社 

会 的 地位の ある 人品で、 ニセ モノ 重役の 正宗 菊 松 は 一 

目 見て、 すくんで しまった。 

カイゼル ヒゲを ピンと はねて、 大納 言 のように ふ 

とった 老 紳士が 真正面に 坐って いる。 どんな 偉い人 物 

か 見当 もっかない 悠々 たる 奥深さが ある。 目をつぶつ 

て、 いかにも 平和に 正坐して いる。 ほかの 人々 も 目 を 

つぶって 坐って いた。 



た。 情け容赦 もない。 フャラ /\ と 腰が くだけて、 

「ヽ ヽヽソ I 

I ノノノ 、ノ」 

泣きべ ソを かきだし ていた。 どうしてよ いやら 分ら 

ないから である。 彼はゥ ロウ 口した。 半 平ゃ坊 介た ち 

に 救い を もとめたかった の だ。 それ も、 かなわぬ、 と 

知る と、 覚悟 をき めた。 というの は、 つま リ 諦めた と 

いう ことで ある。 真正面の 大納言の 平和な 坐り 方 を ま 

ねて 目 をと じたので ある。 どっちの 方角から も、 白衣 

の マ ムシの 鋭い 目が 自分 を 狙って いると 思った からで 

ある。 

「キサ マの 霊 はく もつ ている ぞゥ」 



祭壇の 下の 人物が 怖し い 叫び を 発した。 

「アツ」 

正宗 菊 松 は、 ャ ラレ タカと すくんだ が、 ドサ リと蹴 

られる 音が したの は、 だいぶ 離れた ところで ある。 

「コゥ ー ラッ」 

誰か、 V 引きずり だされて いる。 薄目 を あけて みると 

大納言で ある。 大納言 は 河馬の ように ふとつ ている か 

ら、 白衣の 男が 二人が かりで 襟クビ をつ かんで ひき 

ずっても、 思うよう に 動かない。 チャンと 坐って、 キ 

チンと 膝の 上に 両手 をお いて、 平和な 顔 をち よ ッとシ 

カメて、 仏像が 引越す ように ユラ リ/ \ と ひきずりだ 



されて いた。 

祭壇の 下の 神様の 代理が、 たまり かねた か、 躍リか 

かって、 白衣の 男の 手 を わけて、 

「キサ マの 霊 は 地獄へ おちて いる ぞゥ」 

なんたる 乱暴 だ。 いきなり 大納言の ふとった クビを 

両手で しめあげて、 ァゥ、 ァゥ、 ァゥ、 さすがの 大納 

言 もこの 時ば かリは 目玉 を 白黒、 腰 をう かすと ころ を 

いきなり 横にね じ 倒して、 

「コゥ 1 ラッ。 コゥ— ラッ」 

ド シン/ \ とふん づける。 すさまじ いの、 なんの。 

ム、 ム、 ム。 さすがの 大納言 も、 魚の ように アップく 



「不淳 である ぞゥ。 不浄で ある ぞゥ」 

神の 怒りの 叫びが 雷の ように 鳴りと > ろく。 そして、 

踏みに じる 音が する。 大納言 は浄 めら れ ている ので あ 

ろう。 

「ォレ もダメ か」 

と 正 宗菊 松はゾ ク /\ と 寒気が 走った。 大納言 の 霊 

だけが 地獄へ おちて いたの かと 安心した の は 早計で 

あった。 彼が こ、 へ 連れ こまれた の は、 浄 めら れ るた 

めであった ので ある。 して みれば、 順番に やられる の 

であろう。 

「ァ ァ、 マ 二 妙 光。 マ 二 妙 光」 



雑念が 起る と、 泣きべ そ を かく。 た y もう 夢中に 祈 

る ほかに は 手がなかった。 

一 方、 こちら は 取り残された 半 平 一 行。 

「え、、 白衣の 御 方」 

ぺ コンと 頭 を 下げた のは坊 介で ある。 

「すみませんが、 便所へ ひとつ、 行かして 下さいな。 

俗界の 人間 は、 これ だから、 いけね え や」 

坊介は 便所の 中から、 つぶさに 建物 を 観察す る。 大 

きすぎ て、 とても 全貌 はわから ない が、 台所で は 神様 

の 昼食で 人々 が 立ち働い ている 様子 だから、 裏 を 廻る 

と 見つかって しまう。 木立の 繁 みに 隠れて、 庭 を 廻る 



を 高々 と 頭上に 合わせ、 

「マ 二 妙 光。 マ 二 妙 光。 マ 二 妙 光」 

一 心に 祈って いる。 

「ぃゝ かい。 思いきって、 ゃッ ちゃう からね」 

坊介は 奏楽の 騒音に まぎれて、 そ ッと半 平に さ、 や 

く。 半 平 はうな ずいた。 

「やる からに や、 フン 捕まる 手前のと ころまで 踏み こ 

んで、 ねばる から、 キミた ち、 騒ぎが きこえたら、 門 

を あけて 逃げ るんだ よ。 すると ボクも 飛鳥の 如く、 門 

をく V つ て 逃げる」 

半 平 は、 又、 うなずいた。 



「ム ム、 痛え。 どうに も、 我慢が できねえ や、 ゥ ー ム。 

ちょ ッと、 便所へ、 やらして くれ。 腹 を 押えて、 ジッ 

と、 しばらく、 シャ ガンで くるから。 ム ムム。 ムム」 

坊介は 這うよう にして、 便所へ 行った。 廊下から、 

そッと 庭へ とび 降りた。 

庭の 奥の 繁 みまで 一 応 退避して、 建物の 全貌 をメン 

ミツに 頭へ 入れる。 奏楽 は マン 幕 を はりめぐらした 中 

央の 座敷から 起って いるが、 ズッと 奥に 離れが ある。 

こ、 ぞ、 神様の 寝所で あろうと 狙い をつ けた。 

忍びよ ると、 居る、 居る。 神様 は 寝床に 腹ば いに なつ 

て、 ゴ ハン をた ベて いるので ある。 行 ii の わるい 神様 



のが、 ツル子に ノブ子。 その 速い こと。 ちかごろ は、 

もっぱら 男女同権。 その 暄曄ッ 早い こと。 噓 だと 思つ 

たら、 やって ごらんなさい。 ハイ ヒ ー ルを ぬいで 右手 

でっかんで サッ とか まえる。 ポ カンと 殴って サッサ と 

逃げる。 もはや 男 は 勝てません。 

半 平と 才蔵も 女の子の 次ぐ らい はスバ シコィ 人物 だ 

から、 白衣の 人物な どに ォサ ォサ つかまる 害 はない。 

白衣の 人物に は 何が 何やら 分らぬ うちに サッと 立 つ て 

靴 をつ かんで 一 目 散。 

門 を あける と 一 番 先に 風の 如く スッ トンで 出て 行つ 

たの は 誰あろう ライカの 坊 介であった。 つ、 V いて 半 平 



の 一 行 も ドャド ャと門 を 出て しまえば、 もう 大丈夫。 

「，^ i ィ。 アバ ョ」 

半 平 はふり むいて、 白衣の 面々 に 手 を ふって 挨拶す 

る。 

そのと き 白衣の 人々 を かきわけて 逃げで ようとした 

のが、 正宗 菊 松であった。 魂 はぬ かれて いても、 必死 

である。 人々 が ヮッと マン 幕 かきわけて 坊介を 追う と、 

サテハ と 合点し、 こ、 ぞ イノ チの 瀬戸際、 逃げお くれ 

てなる もの か。 泣き ほろ めいて 必死に 走った。 然し、 

逃げる 人間が、 追つ かける 人間の 後 を 走る というの は 

グ アイがわ るい。 どうしても、 こっちが 敵 を 追い こさ 



なければ ならない からで ある。 おまけに、 自分の 後 か 

ら 走って くる 奴 も ある。 ハサ ミゥチ では ゼヒ もない。 

門に 立ちはだかる 白衣の 人垣 を 泣き ほろ めいて 搔 きわ 

ける ところ を、 ムンズ と 襟クビ つかまえられ、 腕 をと 

られ、 ィケ ドリに なって しまった。 

「助けて くれ ー ェ、 ォ— ィ。 ヒッヒ ッヒ」 

泣いた つて 仕様がない。 敵 は 総大将 をィケ ドリに し 

たと 思って いるから ひとまず 安心して、 正宗 菊 松 を 手 

とリ 足と り 引きず リ こんで、 門を閉 してし まった。 白 

河 半 平はェ ヘラ/ \ とそれ を 見送って いる。 まさしく 

知らぬ顔の 半兵衛 であった。 



何 か 御用です か」 

「ァ タシ はこうい う 者で すが 」 

と 差 出した 名刺 を 見る と、 石 川 組 渉外部 長、 サルト 

ル • サ スケ、 と ある。 

お つ しゃ 

「石 川 組と 仰 有い ますと」 

「実は 社長からの 使いの 者で ざん すが、 こゝに 社長の 

名剌を 持参して ざん す」 

これ を 見る と、 国際 愛国 土木 建築、 石 川 組 社長、 石 

川 長範。 ズッシ リと百 円 札 ほど 重みの こもった 名刺 

であった。 こういう 名剌 をいた、 V くと、 いくらか 涼味 

がさす けれども、 心ゥ キゥキ とする もので はない。 



これが 分れば 日本が 分る。 ォレは 進駐軍に 神道 を 普及 

したいと 思う とる が、 手の 霊で あると いう ことが 分ら 

んの だな ァ」 

さすが 物に は 驚かぬ 才蔵 も、 この 新 学説に はお どろ 

いた。 バカ かと 思う と、 そうで もない。 将棋 を さしな 

がら 喋って いる。 時々、 ギ ロリ、 ギ ロリ、 と 才蔵を 見 

つめる。 その 眼光の 鋭い こと。 一見 小柄の 好男子 だが、 

ゴリラの 熊 蔵と 盤に 対して、 堂々 と 威勢 を 放って いる 

から、 さすがに 土 建の 親分で ある。 

と ， J ろが ゴリラ の 熊 蔵の 対局 態度が 珍しい。 彼 は 盤 

を かくすよ うに 覆い かぶ さって、 五分、 十分、 十五 分、 



な。 百万 円 耳 を そろえて 献上す ると 正宗の 身柄 を 引渡 

して つかわす と言うと る」 

「ハ、 百万 円」 

「ゥ ム」 

あお 

親分 は 言葉 をき つて、 ウイ スキ— を 一 呷り、 ついで 

に、 盤面に 目 をく ばる。 

「天草 鉱業 は どこに 鉱山 を もっとる か」 

r ェェ。 常 磐に 炭坑 三ッ。 常 磐で は 指 折の 優秀 炭質 を 

誇って おります。 七 千 五 百から 八 千 カロ リ—。 八 千 五 

百ぐ らいまで ありま すんで、 ー噸 いくらだった かな。 

一 貨車い くらで もとめる のが 御徳 用で」 



尺 五上 も かなり まじって おる。 全部で 何 石ぐ らいかな、 

六 万 か 七 万 石、 そんなと ころだろう。 望みの 期日まで 

に、 東京の 指定の 場所へ 送りと、 V けて やる ぞ。 どう だ。 

男児の 生きが い を 覚える だろう。 これ だけの 木材 を 

扱って、 バ ッタバ ッタと 売り さばく 快感 を 考えて みい。 

天草 商事 も 男になる ぞ」 

作業場へ 戻って くると、 今し も 材木 を つんで 出よう 

とする トラックが ある。 長範 社長 は 大手 を ふって 呼び 

とめた。 

「オイ、 待った。 二人の せて やってくれ。 雲 隠 はこれ 

に 乗って 東京へ 戻れ。 今明日 中に 社長 を つれてくる。 



チャンス だよ。 ァタシ に 金が あれば この チャンス は 逃 

さない」 

「ひとりぎめに チャンス たって、 なんにもなら ねえ や 

露天商 人 は みんな そんな こと 言って らァ」 

サル トル は ニコ ャ 力に 笑み を 含んで いるば かり、 弁 

解 もしない。 

「キミ は 何の 御用で 東京へ 行 くんだ い。 ォレを 送り 

と、 V ける 役目 かい」 

「マ ァ、 それ も あるが、 ァタシ は 社長 夫人 を 箱 根へ 案 

内す る 役目 さ」 

クソ 面白く もない。 悪日の 連続で ある。 正宗 菊 松 は 



しょく えんか い 

「ポクた ち は 毎月 一 回 東京 を はなれて 食焰 会と いう 

もの を やって るが、 大いに 食い、 気焰を あげる 会 だね。 

疲れが 直るな、 明日の 晚、 小 田 原で やろう じ やない か。 

明日の 夕方、 底 倉へ 電話で お伝えす るが、 石 川さん に 

差しつ かえなかったら、 遊びに でむいて いた、 V きたい」 

「へ ェ」 

サル トル は 無口で あるから 二 コャ 力に 笑み を 浮べ て、 

あと は 相手の 言葉 を 待って いる。 天草 次郎 ときて は、 

必要 以上 は 喋った ことが ないし、 つくり 笑い もした こ 

とがない。 ク ルリと デスクに 向って、 書類 をと りあげ 

て 仕事 を はじめる。 呼吸の そろって いる 三 羽 ガラス、 



タ バタ 負けて、 

「ハ ハ。 石 川さん は 強いね え」 

長範 親分、 小学生 を 相手に 遊んで いるの か、 遊ばれ 

ている のか 分らない 気持で、 手の つけよう がない。 

そこへ 料理が 現れる。 第一が シャモ の 丸焼き。 腹の 

中へ シィ タケ、 ミ ツバ、 ギン ナン その他 サザェ のッボ 

あ S 

ャキ のようにね じこんで 炙った もの。 

その 次が 子豚の 丸焼き。 これに は長範 親分 も 驚き ま 

した。 その 次が 尚い けない。 プリの 丸 ァゲ。 どんな 大 

きな フライパンで 揚げた のか 知れない が、 三尺ち かい 

大ブリ を、 支那 料理の 鯉の ように まるまる 揚げ物に し 



チ ギリ を 感じる の だね。 蒙古の ジンギスカン 料理 は 羊 

を 丸) J と 焼 いち まわ ァ。 ジ ンギス カン はさす がに 料理 

の 精神 を 知つ とる ね。 石 川さん は、 なんです か、 小皿 

に 配給され た 料理が おいしいで すか」 

長範 親分、 言葉に 窮 してし まう。 

「サ ァ、 のみね え」 

と、 仕方がな いから、 グイと あけて、 しきりに 杯 を 

さす。 

「ハイ」 

と 言つ て カン タンに うける。 うける けれども 返さな 

い。 のまない ので ある。 飲む の は 雲 隠才蔵 だけ だ。 



だ。 尺 五上が 秋 田 営林署で 千 五 百 円で 出しと る。 キミ 

は 秋 田に 製材所 を も つ とる から 知らん こと は あるまい 

マル 公 は 千円 だが、 誰も マル 公で は 相手に せんよ。 し 

かし、 ォレの 売り値 は マル 公よりも、 もっと、 はるか 

に 安うな つと る」 

長範 はい、 気持 だ。 グッ とそ リ身 になって 葉巻 をく 

ゆらす。 

r ォレが 放出して やる の は 目通り 六七寸 から 一 尺が 主 

だが、 尺 上、 尺 五ぐ らいまで 相当数 まじつ とる。 尺 五 

上、 二 尺 上と なると、 この 山に は 生えと らんな。 それ 

で 大体 六 万から 七 万 石と 見つ もっとる。 これに 運賃 を 



「ポク も 材木の こと は 知らない けど、 相場よりも 安け 

れば 買って い ゝ わけ だね。 今後の 値 下りがなければ ね。 

何 商品で も、 そうだろ うねえ。 そうじゃな いの」 

と 半 平 は 言葉 をつ いで、 

「徳川 産業 だ の豊臣 製薬 だ の 藤 原 工業なん かじゃ ァェ 

場 をた てたがって いるんだ し、 ボ クンち も 三 四 カ所ェ 

場が ほしいと ころ だもの、 さしあたり、 材木の ハケロ 

は 足りない ぐらい じ やない かしら。 製材 会社 をつ くつ 

て もい、 や。 今のところ 石 川 組 程度の 輸送 能力 じ ゃァ、 

ポクの 目の 黒い うち は、 滞貨 はない と 思います ねえ。 

ヽソ ヽソヽ I 

ノ 、ノノ 、- ノ」 



お 犬」 

と、 天草 次郎は イラく と 制した。 

「契約書 や 手金なん か、 止そう。 最も 明確 簡単に 商売 

を やろうよ。 ォレ たち、 それ 以外の 取引 はした ことが 

ない の だから 現物が 届いたら、 その 分 だけの 支払い を 

する の だね」 

長範 は、 はやる 胸 を グッと 抑えて、 

「ナ 二、 現物 引換え だと。 それぐ らいなら、 一区 劃い 

くらで 売る もの か。 相場な みだが、 それでい ゝ のか」 

「相場な みなら、 わざ く ^ J - J で 買う ま で もな いこと 

だね。 六 万 五千石、 三千 万円と いう 話だった が、 六 万 



才蔵を 残して 三 羽 ガラスが 自動車の 方に 走り去ろう 

とする。 

「ェ ェ。 ちょ ッと」 

と、 ニコ ャ 力に 制した のが、 サル トル。 

「ェ ェ、 つかぬこと を 伺います が、 いくらの 値段で 買 

います か。 四 万 石 三千 万円の 割合 はいか > で。 いけ ま 

せん。 ハァ。 四 万 五千石 三千 万円。 ぃゝ 値です な。 ハ 

ァ。 いけません か。 五 万 石 三千 万円。 これ じ ゃァ、 元 

も 子 もない。 ハァ、 これなら よろしい？」 

「よろしい」 

天草 次郎は 車中から 怒り 声 をた 、きつ けた。 



「チ エツ。 い、 若い ものが、 御 忠勤 づ らして やがら」 

才 蔵め ャキ モチを やいて、 ふてくされ、 仕方なし に、 

ひとり 明暗 荘へ。 石 川 組 はタチ バナ屋 へと ひきとった。 

カン シャク もちの 長 範は才 蔵の 姿の 消える までが も 

どかしく、 しかし 親分の 貫禄で、 はやる 胸 をグッ とお 

さえて 一 風呂 あびて くる 心労の ほど は 小人 物に はわ か 

ら ない。 

r サル トル。 キサ マ、 さっき 大きな こと を 云った が、 

ォレの 欲し いのは 材木の 売った リ 買ったり じゃァ ない 

ぞ。 売ったり 買ったり ぐらいなら、 マ ー ケット のァロ 

ハ でもで き るんだ。 手金 だけ、 もらって こい。 それが 



ォレの ビジネス だ」 

「へえ。 ァタシ は ハナから 材木なん ぞ 扱いません ので。 

材木の 話 をいた しました の は、 あの 場の 顔つな ぎだけ 

のこと で」 

サル トル は 涼しい ものである。 ッと 立って、 長範の 

耳に 口 をよ せて、 何事 か ポシャ/ とさ、 やく。 

「ふうむ。 ふて え 奴 だ」 

「いえ」 

サル トル は 二 コャ 力に 笑み をた たえて いる だけで あ 

る。 いかなる 秘計 を うちあけ たか、 わからない。 

日の 暮方、 サル トル は 雲 隠 才蔵を よびだして、 



「兄弟 だ つ て 云 やがら ァ。 薄 気味の わるい 野郎 じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「アツ ハツ ハ。 ノガミ の 浮浪者が、 こんな 出会いで 集 

こうちゃ ま 

団 強盗 をく みやが るの さ。 しかし、 河内 山 もこん な も 

のだろう よ。 ところが、 ァタシ の 考え は、 もっと 大き 

い」 

サル トル は才 蔵の 耳に 口 を あて、、 ポシャく く 

とさ、 やいた。 

「どうだい。 ちょ ッと シャレ ている と 思わない かい。 

雲さん や」 

「よせ やい。 箱 根で 雲さん なんて、 雲助み たいで、 よ 



くねえ や」 

「この あとに は、 ォマケ の 余興が あるの だよ。 正宗 菊 

松をォ トリに、 マ ニ教を たぶらかす 手が ある。 お金 を 

ほしがる 亡者 ほど、 お金 をせ しめ 易い もの だな。 これ 

が 金の 報いだ な」 

「石 川 長範は ウス ノロ かも 知れない が、 天草 次 郎はー 

筋緦じ やい かねえ や」 

「ハハ ハァ」 

サル トル はァゴ をな でて 笑って いる。 

雲 隠 才蔵も 考えた。 たしかに サル トル はた y 者で は 

ない。 天草 次郎は 冷血 ムザ ン、 腹に すえ かねた 仕打ち 



「ァ タシが 使いこなしまして、 石 川 組の 人間に 仕立て 

やすから、 今後よ ろしゅうお たのみし ます。 雲さん や。 

社長が あ、 云って 下さる の も、 ォヌシ に 目 を かけて 下 

さるから だよ。 お礼 を 申し あげて、 仕事に 精 を だしな」 

そこで 才蔵 は長範 から 盃 をいた > いて 石 川 組の 人間 

という ことにな つた。 

「では ァタシ は 才蔵を つれて 天草 商事へ 行って きやす。 

ちょ ッと 自動車 をお 借リ 致し やす」 

と、 二人 は 社長の 車で 東京 を さして 出発した。 



サル トル はいと も イン ギンに モミ 手 をして、 秘書 嬢 

の 退席 を もとめた。 それから ッと 三人の 方に 進みで て 

口に 屛風 をた て、 

「ォ • ピ. ォ • ム。 ァ. へ. ン」 

片目 を つぶって ニッコ リ笑 つ た。 

「おどろき ましたな。 あの 時 はね。 ァタシ はてい ねい 

うず 

に 土 を かぶせて、 木の 根 を 掘った 穴 ボコも あらかた 埋 

めて 口 をぬ ぐって 来ました が、 実はな、 念のため、 後 

日 他の 場所に 埋め かえて、 この 秘密 は ァタシ ひとりの 

胸に た、 んで ござんす。 調査して 分り やした が、 戦時 

中、 富士山 麓に ァ ヘン 密造 工場が あって、 新兵 器 第 何 



光秀が きいた。 

「現場です な」 

二 ッコリ うなずいて サル トル は 答えた。 

「うちあけて 申せば、 天草 商事さん に 買つ ていた、 V き 

たいとい う 山林の 中の 一地 点です。 これ だけ は 教えて 

あげても 大丈夫。 ザ ッと六 七 百万 坪のう ちの 半 坪の 地 

点に ありますな。 そこで 問題 は 人目 を さける 方法です 

が、 ァタシ 個人の 取引です から、 石 川 組の 目 を だます 

必要が あります。 しかし、 石 川 組に さとられずに 現場 

へ 行きつ くこと はでき ません。 後日に 至 つ て ァタシ が 

皆さん を 案内した という こと は 必ず 知れる に 相違な 



い」 

サル トル は 難解の 謎々 を 出題した ように 楽しが つ て 

一 同の 顔 を 見廻した。 

「いえ、 タネ も 仕掛 も 至って カン タンで ざん す。 材木 

を 買う に つき 再調査に 見えた とふれ こめば よろしい。 

あの 現場で は ァタシ が 社長 代理で 見廻る 例で ざん すか 

ら、 お客さん を 案内す るの も ァタシ の 役目のう ちで ご 

ざん す。 皆さん は トラック をの リ つける。 ァ ヘンの 力 

ンを トラック につんで、 その上に 材木 を 乗つ けて 戻れ 

ば 東海道 は OK ですな」 

「いくらな の」 



がわき たつ 始末。 

しかし 半 平 は ニヤ リ くと 涼しい顔。 

「元来 スパイと いう もの は、 美しい こと、 顔の よい こ 

とが 条件 だからね。 もっとも ツルち やん は楚々 たる 美 

少女 だから、 肉感的な マタ. ハリ的 エロチシズムに は 

欠ける けれども、 優秀なる 頭脳と 高邁な 気品で おぎな 

うから 効果 は 百パ— セント だね。 ポクが ムネを 含めて 

スパイの 心得 を 与える から 間違い はない よ。 彼女 は あ 

れ で 旺盛な 冒険心が あるから、 飛燕の 如く 巧妙に 身 を 

かわしながら 要処々 々をつ かんでくれ るね」 

と 目尻 を さげて 悦に入つ て 、/ る。 



と、 薬屋へ 蚯 けつけ る やら、 楽屋 裏で は 上 を 下への 

騒ぎ をして いる。 

ところが サル トル 氏、 ジン、 よしきた。 アブサン、 

OK。 左右から ひき も きらず 差しつ ける グラス を 一 つ 

あまさず ニコ ャ 力に ひきうける。 乾杯。 ハイ、 よろし- 

渋滞した ことがない。 それでいて、 いさ、 かも 酔わな 

ヽ o 

レ 

悠々 山の 如く、 川の 如く、 ひしめ く 敵方の 男女 十 余 

名に とりまかれ 攻めた てられて、 ニコ ャカ にして 礼 を 

失せず、 冷静に して 爽やかな 応答、 ウィット、 たくま 

ず、 また 程の よさ。 



「失礼です が、 あなた は 酒席の サ— ビスが 御 専門で」 

「マ ァ、 失礼な。 婦人 社員が 順番に 当る のよ。 こうし 

なければ クビ ですから、 余儀なく やつ てること です わ」 

「これ はお 見 それ 致しました。 田舎者が とつぜん 竜宮 

へまよ いこんだ ような もので、 タエに して 奇なる 光景 

に 目 を うばわれて 驚きの あま リ申 上げた y けの ことで 

け つして あなたの 人格 を 傷け ようとの 下心で は ござい 

ません」 

「田舎者 だなん て、 ゥソ おっしゃい。 諸 所 方々 でザン 

キ してい らっしゃる じゃありません か。 大方 コル サコ 

フ 病でしょう」 



なた 三 バイ 召し あがれ」 

「ハ ァ。 ァタ クシ は 三 バイで も 五 ハイで も 飲みます 

が」 

サル トル は ハラハラして いるが、 ツル子 は それが 面 

白くて 仕方がない。 というの は、 もう メイ ティの 証拠 

である。 

「サル トルさん、 箱 根の 裏山に 阿片 を 埋めて らっしゃ 

るって、 ほんと 9-」 

「これ は 驚き ましたな。 どうして、 そんな こと を御存 

知です か」 

「みなさん 知って ます わよ。 そんな 話に 驚いて たら、 



当の こと を、 おっしゃ いな。 サル トルさん も、 大方、 

だます ッ モリで いらし たんでしょう。 阿片なん か 埋め 

てな いんでしょう。 おねがい ですから、 白状して よ。 

私が 力に な つ てあげ ますから」 

「あなたのお 力添え をいた > く などと は 身に あまる 果 

報です が、 残念な が らァタ クシ はシガ ない ャミ屋 で、 

物 を 売って お金 をもう ける だけの ャボな 男に すぎ ませ 

ん。 とても 映画な みに は 出来ません ので」 

「じ ゃァ、 阿片 を 売ったら、 ずいぶん、 もうかる でしよ 

う」 

「それ はま ァ 私の 見込み 通りの 取引が できますなら、 



相当の モウ ケが ある はずです が、 新興 財閥 は どちら 様 

もガ ッ チリ 無類 で、 思うよう に モウ ケ させて はいた y 

けません」 

「私が お 役に立って あげたら、 あなたの ところで 私 を 

使 つ て 下さる？」 

「ァタ クシのと ころと 申しましても、 ァタ クシ はシガ 

ない ャミ屋 で」 

「阿片 を 売って 二 千万もう かれば 立派な 会社が つくれ 

るではありません か」 

「まさに その 時 こそ はァタ クシ も 一 国 一 城の アル ジで 

すな。 おっしゃ るまで もな く、 その 時 こそ はサル トル 



商会の 一 つや 二つ ひらきたい ものです」 

「すごい わね。 私が お手伝いして さしあげれば 成功す 

るか も 知れない のよ。 ぃゝ え、 きっと 成功す る わ。 で 

すから、 サル トルさん、 私 を 重役に してち ようだいな。 

資本金 二 千万 円か。 財閥と いう ヮケに はいかな いわね。 

でも 重役なら 悪くない な。 平 社員 じ ゃィャ よ。 私の 力 

でかなら ず 成功 させて あげます から」 

「これ は 有りが たき シァ ヮセ です。 それ はもう 一国 一 

城の アル ジ となりました 上 は、 重役 はおろ か、 わが 社 

の 女神と してお むかえし、 犬馬の労 をつ くさせて い 

た 、v きます」 



「私 をた V の 接待係と 思ったら、 大 マチ ガイよ。 こん 

な 広い 邸内に、 ただ 一人、 酔っ払いの ソバに 坐って る 

接待係 なんて、 いやしな いわ。 わかった でしよう、 サ 

ル トルさん。 私、 スパイ なんです。 本当に あなたが 阿 

片 もって らっしゃ るか どうか、 それ を 突きと める 使命 

をお びた スパイです」 

一気に 告白して しまった。 タ ヨリない スパイが あつ 

たもの。 

サル トル もこれ に は ドギモ をぬ かれた。 アブレ ゲ— 

ルの 病状の 一 つに、 自虐 趣味、 露悪 症、 告白 狂 等々、 

一 連の 中毒 症状が あるので ある。 



ねむる。 サル トル も 改めて 一 とねむ り。 

目 を さまして、 ツル子 は 出社し、 重役 三羽烏に 報告 

する 

「フ ゥン、 そうかい。 じ ゃァ、 やっぱり、 本当の 話 か 

な。 だけど、 どうして 本当ら しいと 分った の。 サルト 

ルの 奴、 ツル ちゃんに 惚れち やつたん だね。 手 を 握つ 

たの？」 

半 平 は 内心 おだやかで ないから、 根 ぼり 葉ぼリ きき 

たゾ す 

r ァラ、 そんな こと、 なさらな いわ」 

「じ ゃァ、 どうした のさ。 どうかし なければ、 判断の 



ず い ぶ ん 人の 悪い 観察 をす る。 これで は 雲 さ ん もや 

リ きれない。 

「私、 おねがいが あるの よ。 箱 根へ 行ったら 助けてい 

た、 V きたい 人が あるの。 今 マ ニ教に カン キンされ てい 

るんで すけ ど」 

「ハ ヽァ。 なるほど。 寝小便の 重役です な」 

「え、、 そうよ。 でも 重役と いうの は、 ゥソ なのよ」 

ツル子 は 正宗 菊 松 を 重役に 仕立て ゝ、 マ 二 妙 光 様の 

生態 を 撮影した カラク リを 説明した。 たとえ 三日の 間 

でも、 お父さん とよんだ 寝小便 じいさん を、 魂 をぬ か 

れッ 放しに カン キンして おく 無慙 さに は 堪えられない。 



ります から、 かくなる 上 は 討死の 覚悟で 一 戦 を 交える 

ことに 致します。 いさ ゝか 戦闘 は 長び きます が、 当分 

の 間、 ァタ クシ を この 仕事に 専念 させて いた V きたい 

ので、 一向に 華々 しい 戦果 も あげえず、 ムダに 時間の 

み 費して 恐縮です が、 ァタ クシ も 後へ ひく わけに は 参 

りません。 戦果な き 時 は、 いさぎよく 責任 をと ります 

から、 ここ はァタ クシに 一任して いた y きたく 存じ ま 

す」 

「よろしい。 キサマ を 見込んで 一 任す るが、 立派に 

やって みい。 ォレは 東京へ ひきあげ るから、 後 はま か 

せる。 しかし キサ マ、 すごい 美形 を つれてき たそう だ 



匆々 に 追放 あそばして はいか、 V で」 

「神慮に よって 定められた 身代 金で あるから、 そうは 

参らぬ。 正宗 を 放逐した いのは 山々 であるが、 彼に 

よって 幾重に も 迷惑いた してお るから、 益々 取り立て 

は 厳重で ある ぞ」 

「正宗さん のお 部屋 は どちらで？」 

「一室に カン キン 致して ある。 奴メが オット メの 座へ 

現れよ ると、 一 同の 魂 をぬ きょる ので、 こまる。 守衛 

をつ けて カン キンしても、 守衛の 魂 をぬ いて 出て 来よ 

るので 都合が 悪い な。 やむ えず 大工 を よんで 座敷牢 を 

こしらえ たが、 このために 五 万円 かかって いるから、 



これ も 天草 商事から 取り立てて もらわねば ならぬ ぞ。 

しかし 奴メは 座敷牢の 格子 越しに 術 を 施しよ るので、 

まことに どうも 扱いに 困却して いるな」 

「それ はお 困りの ことです な。 相 済みませんが、 ァタ 

クシに 対面 させて いた > け ません か」 

「さしひかえた 方が よい ぞ」 

r 一 目 見せて いた、 V かなければ、 社長に 報告が でき ま 

せん。 又、 天草 商事から 身代 金 を ととのえて 迎えに 来 

ました 折に、 みんな 魂 をぬ かれた となって は 由々 しい 

大事で、 箱 根の 山が 降りられません。 ぜひとも 対面 を 

許して いただき たく 存じます」 



そこで 対面 を 許され、 白衣の 若者に 案内され て、 で 

かける。 

女中 部屋の 突き 当りに ある 物置の ような ところ を改 

造して、 入口に 厳重な 格子が 組まれて いる。 窓に も 格 

子が 組まれて、 どこから も 出入が できない。 食器 や 便 

器の 出し入れが できる 程度の 隙間が ある だけで ある。 

案内の 白衣の 男 を 認める と、 格子 際へ 走り 寄った 正宗 

菊 松。 

「コゥ ー ラッ ！」 

格子から 片腕 を 二 ユウと だして、 虚空 をつ かんで、 

ひきよせる K 子 をす る。 



ようやく 気がついた 様子で、 

「もうよ い。 かえれ。 また、 ぬいて やる」 

うるさ そうに、 こう 言って、 追い返して しまった。 

絶対の 王者と はこの ことであろう。 白衣の 男 は 這いな 

がら、 呻きつ、 V けて、 消え去った。 

菊 松の 手ぶ りの どこに 魔力が こもって いるの か、 サ 

ル トルに は 見当が つかない。 菊 松 もサル トルの 存在な 

ど は 問題に していない 様子で ある。 サル トル は 霊界に 

無縁の 俗物と いう わけ かも 知れない。 

r ェェ、 失礼で ざん すが、 天草 商事の 正宗 菊 松 常務で 

ざん すか」 



サル トル は 小 腰 を か ^ めて 挨拶した。 神様の 両眼が 

ギロリ と 青い 炎 を ふいて 光った。 

「天草 商事 だと？」 

「ハツ。 ィャ。 ァタ クシ は 天草 商事の 者で は ございま 

せん。 石 川 組の サル トル • サスケ と 申します 青二才で。 

お見知り おきの 程、 ねがい あげます」 

「キサ マ、 なんの 用で きた か」 

「ハツ。 社長の 命に より ましてな。 実は、 御存知 かと 

思います が、 石 川 組の 社長 は マ 二 教の大 の 信者で あり 

まして、 当 神殿に 参籠の みぎり コ チラ サン をお 見かけ 

致した と 申して おります。 それで まァ、 正宗 常務と も 



あろう 御 方が カン キンの ゥキメ を 見て おられる の はお 

気の毒で あるから、 ァタ クシに 命じまして、 ァタ クシ 

は 目下、 天草 商事と 掛け合いまして、 コ チラ サンの 救 

出 運動に つとめて おります。 なにが さて、 マニ教 から 

百万 円の 身代 金 を 要求いた してお ります ので、 思うよ 

うに はかどり ませず、 長らく 御 不自由 をお かけ 致し ま 

して、 まことに 申 訳 ございません」 

神様 は 案外 素直に 俗界の 話が わかった と 見える。 両 

手で 格子 をつ かんで、 

「オイ。 ォレを 天草 商事へ つれて 行け。 早くせ え」 

「ハツ。 た、 > '今す ぐに はでき ません が、 追々、 そのよ 



パイに なりすまして、 見破られな いように、 たのみ ま 

すよ」 

手箬 をと とのえ ておいて、 三人 は 密林の 奥へ ふみこ 

i 

「ここ、 ほれ。 ワン、 ワン」 

こう 眩きながら サル トルが 地 を 掘る と、 石油 カンが 

現れた。 

「さて、 雲さん や。 雲 隠 大人の 眼力 を もって、 ょッ く、 

ごらん。 これなる 物質 は 何物な り や。 そのもの ズ バリ。 

ヽ ゝ、、 ゝ 一 

レカ 力」 

「ゥ ー ム」 



ております」 

「しかし 風流 を 好む 精神 は 見上げた ものです よ。 パク 

ダン を 仕掛けて おくと か、 人 翼 を 埋めて おくと か、 え 

てして やりがち な もの だけど、 あなた は 風流です ねえ。 

しかし ボク でしたら、 一 もとの 山吹 を いれて ね。 花 は 

さけ ども、 実の 一 つ だに なし。 山吹の 里の 故事 かなん 

か、 もじりたい ところで すね。 ガマ はちよ ッと、 グロ 

テス ク ではないで しょうか」 

r ャ。 まったく 赤面の 至りです。 以後 は 深く 気をつけ 

る ことに 致します」 

「ここ 掘れ ワンワン だから、 灰 を 入れて おくの も 面白 



換 する 場所と 時日に ついて、 あなたの 条件 をき かせて 

下さい」 

「そう 仰 有って いただき ますと、 恐縮いた すば かりで 

す。 先日 も 申 上げました 通り、 私 は 宿命論者で ありま 

して、 この 仕事 は 私 ひとり、 相棒が おりません。 多勢 

に 無勢と いう ことがあり ますから、 どんな 条件 を だし 

ましたと ころで、 してやられる 時 は、 してやられます _ 

まァ、 人が 見たら ガマに する ぐらいの こと はでき ます 

が、 皆さんが こうと 覚悟 を きめられた 上 は、 私が ガマ 

にされ る だけの 話で ざん すな。 これ を 宿命と 申し まし 

て、 この 危険 を 承知の 上で、 相棒な しに 乗り かけた 仕 



事です から、 余儀ない 宿命であるなら ば、 ガマに なつ 

て 果てましょう。 二 千万 円か、 ガマ か、 私の ような ガ 

サッ 者に は 手頃な 宿命で ざん すな。 もう、 もう、 決し 

て、 どなた も 恨み はいたし ません」 

ニコニコと、 いたって 愛嬌が よいば かり、 一向に 力 

ん でみせな いから、 腕 を くんで 胸 を グッと はった 半 平 

も、 ノ レンに 腕 押し。 しかし、 決して ひるむ ことのな 

い 半 平の 身上であった。 

「ハ ハァ。 なるほど。 あなた はィサ ギヨ ィ 方です ねえ _ 

しかし、 ボク らも 宝 探し はやりました けど、 風流の タ 

シ ナミ もあります から、 さっき もお 話しました ように 



さッ そく 一同 は 立ち上る。 ツル子 は 半 平に 向って、 

「私 は？」 

「そうだな あ。 紅一点 まじる 方が 風流で、 サル トル 君 

も 安心な さるで しょうね」 

サル トル は 半 平 を 制して、 

「ィ ャ、 ィャ。 夕闇の 山林 中の 秘密の 取引に、 可憐な 

お嬢さん をお つれ 致す の は、 かえって 風流で はあり ま 

せん。 お嬢さん は 箱 根の 旅館で 待って いただく ことに 

致しましょう」 

「じ ゃァ、 ツルち やん は、 ここで 待つ てるのが い 、や- 

箱 根まで 行く こと、 ある もんか」 



ていた まえ。 分った ね」 

こう 言い ふくめて、 安心して サル トルの 車に のる。 

さすがの 半 平 も、 ツル子が サル トルと 盟約 をむ すん 

だ 同志と は 気がつかない。 

自動車 は 早 川の 渓流に 沿って、 箱 根の 山 をの ぼる。 

いよいよ、 底 倉。 当然の 順路。 べつに 怪しむ 者 もな 

ヽ o 

レ 

自動車 は 道 を 走る と 思いの ほか、 ギィと 曲って、 立 

派な 門 内へ はいって しまった。 

門の 左右に たくさんの 人物が 隠れて いて、 自動車が 

門 内へ はいると、 サッと 門 を 閉じて しまう。 ツル子の 



車 は、 閉め だし をく つて、 中へ は、 はいる ことができ 

Kir 、 。 

な レ 

自動車 は 玄関 前へ ス ルス ル とと まった。 

玄関 かち サッと 現れた 一群の 人物、 門 をし めて 蚯け 

つけた 一群の 人物、 十重二十重に 車 をと りかこむ。 み 

んな 白衣 をき ている。 

これ ぞ、 マニ教 神殿！ 

サル トル は 自動車 を 降りて、 白衣の 隊長、 内務大臣 

に 挨拶。 

「どうも、 お 手数 をお かけ 致しまして、 ありがたき シ 

ァヮセ に 存じます。 天草 商事の お客様 方 をお 連れ 致し 



「コ ラ！ キサ マ、 デタ ラメ 云うな。 毎日の ように 社 

員が 日参し おって、 同じ 返事 をき いて 帰りながら、 す 

でに 一 週間 もす ぎる のに、 一 文の 金 を 持参した こと も 

ないで はない か」 

「それ は 当り前です。 なぜって、 わが 社の 幹部 全員が 

ここに 監禁され ています から、 あとに 残された 連中 は 

金 を 動かす ことができません。 ポクが 帰れば 五 百万で 

も 一億で も 平 チヤ ラ です。 使者の 社員 も、 かならず、 

そう 申し上げ ている ことと 思います が」 

r キサマ 一 人で、 マチ ガイな く、 できる か」 

「できます とも。 二人 三人の 人手の かかる 仕事で は あ 



ブン 殴り、 突き倒した 時であった。 

天草 次郎 は、 ふと 夢から さめた ように 首 を あげた。 

そして スック と 立ち上った。 彼 は 一歩 前へ 出た。 

r ォォ ゥ！」 

ジ ャ ン ダルの 猛獣の ような 唸り 声 を 発した。 

r ォォ ゥ！」 

もう 一 声。 

「ありがたし。 ありがたし」 

彼 はガバ とひれ ふした。 

「尊し。 尊し」 

彼の 全身 ふるえて いる。 



「マ 二 妙 光。 マ 二 妙 光」 

頭上に 手 をす り 合わせる。 狂おしい 有様で ある。 ふ 

と 頭 を あげて、 光秀と 半 平 を 見す くめて、 

「コ ラ！ お前ら、 ボン ャリ するな。 あれが 見えぬ か _ 

あれが 聴えぬ か。 尊い お 声が きこえて いる ぞ。 なぜ 拝 

まぬ か」 

必死の 形相に 打 たれて、 光秀と 半 平 も ハツと ひれふ 

すと、 

「マ 二 妙 光。 マ 二 妙 光」 

頭上に 手 をす り 合せ はじめる。 

ひとしきり 拝し 終って、 次郎は キッと 端坐して、 お 



神の 術 を 施す 先に、 先方が 術に かかって きたから、 

内々 ほく そえんだ が、 さすがに 神様 は 慎重で ある。 ォ 

イソ レと、 とびつき はしない。 

それから 一週間に わたって、 念入りに 三人の 魂 をぬ 

き あげる。 しかし、 円陣の 合唱 行列 や 奏楽が 加わった 

の は、 信徒の 列に 許された シ ルシ。 

魂の ぬかれた 状態に は 一 定の 目安が あるから、 経験 

深い 神の 使者が 度 を はか つてい るので ある。 

天草 次郎の 発狂ぶ りに ホッと 気の ゆるんだ 光秀と 半 

平 は、 もう 自律 性 を 失い、 次郎 次第、 暗示の 通りに う 

) J く。 



て、 実業界 はセチ 辛く、 天分 通りに いかない もの だ。 

第一、 マ ニ教の 一日の 力 カリ だけで も 大変だった。 

彼ら は 時 を 得たり と 存分に ハデ にやり だした からで あ 

る。 

その 十八 巷談 社 創立 メデ タシ /\ のこと 

それから 三 週間と たたない 時だった。 妙 光 様の 謎が 

世人の 心に 益々 深まって いる 時期で ある。 

「巷談」 という 雑誌が 創刊され、 再版 三 版と 重ね、 五 

十万、 ィャ、 七 八十 万、 なんの、 百万 は 売り切つ たろ 



名人 は、 巷談 社々 長、 サル トル. サスケ であった。 平 

山 ノブ子の 潜入 記 も 面白い。 彼女 もす でに 巷談 社員で 

あった。 

正宗 菊 松の 潜入 監禁 手記に 至 つ て は、 涙な くして 読 

み 得ない もの だ。 薄給 の 教師が 妻子 すら も 養 い 得ず、 

意 を 決して 天草 商事の 入社試験 をう け、 その 翌日に は、 

モ ー ニン グを きせられ、 有無 を 云わさず 箱 根へ 連れ だ 

されて、 監禁 をう け、 一時 は 狂気に 至る テン マツ、 天 

人と もに 泣かしむ る、 と は、 この 如き 悲惨、 誇リ なき 

人生でなくて 何であろう。 

この 手記 こそ は、 単なる 実話の 埒を 越え、 百万 人の 



たの だから。 しかし もっと 眠った かな。 二日ぐ らい 

眠った のかね」 

「まァ 本当にお めざめね、 そして、 昨日まで のこと は、 

御存知な いのね」 

彼の 妻 は 彼の 膝に 泣き ふした が、 顔 を あげて 涙 を 拭 

うと、 喜悦に かがやい ていた。 

「あなた は 本当に 全快な さった わ。 先生の 仰 有った 通 

リだ わ。 本当に 眠りから さめた 時はキ レイに 全快して 

います ッて。 あなた は 一力 月の 余 も 眠りつ、 V けて いら 

したの よ」 

「そんな、 バ 力な」 



巷談 社の 社長の 方 は、 天草 商事の 方です かな」 

「ィ イエ。 サル トル. サスケ さん」 

「サル トル • サ スケ？ 雲隠才 蔵と ちがいます か」 

「ィ イエ。 天草 商事に 関係の ない 方です」 

菊 松の 記憶に はない ヮケ だ。 サル トルに 会った 時 は、 

もう 狂って、 マ ニ教の 座敷牢に いたの だから。 

「その 方が、 どうして ボクを 重役に して 下さった ので 

しょう？」 

ツル子 は真ッ 赤に なって うつむい たが、 ようやく、 

気 をと り 直した。 

「サル トルさん は、 私の フィアンセです」 
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